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1．書籍（著・編）　　2．論文等　　3．学会，研究報告　　4．その他

ビジネス実務学科

箕輪　徳二　教授

 2．箕輪徳二，論文「マイナス金利下の株式会社財務の分析的考察（Ⅱ）―2000～2017 年度に

おける全産業・製造業・非製造業の比較分析―」，『川口短大紀要』第 34 号，12 月

 4．箕輪徳二，コラム「『緊急事態』下の中小企業」，『経世済民』2020 年 5 月 12 日付朝刊，埼

玉新聞，5 月

小松　章　教授

 2．小松　章，書評「林廣茂著『日本経営哲学史―特殊性と普遍性の統合』」，『武蔵野大学経

営研究所紀要』第 1 号，武蔵野大学経営学部，3 月

 3．小松　章， 「機構から精神の改革へ―コーポレート・ガバナンスの新次元―」（経営哲学

学会第 37 回全国大会統一論題報告），早稲田大学（オンライン開催），9 月

 小松　章，「『人間不在』と化す企業―現代企業の競争的側面―」（経営行動研究学会第

30 回全国大会統一論題），日本大学（オンライン開催），12 月

 4．小松　章，「経験的教育論」（FD 研修講師），川口短期大学，2 月

 小松　章，「財務管理研究の回顧と展望― 学会 30 周年を機に，さらなる飛躍を―」（日

本財務管理学会第 51 回秋季全国大会統一論題モデレーター），愛知大学（オンライン開催），

11 月

稲塲　建吾　教授

 2．稲塲建吾，論文「加工進捗度，加工換算量，および歩留に関する一考察」，『川口短大紀要』

第 34 号，12 月

平澤　純子　教授

 2．平澤純子，論文「雇用調整をめぐる労使紛争と『超社会性』という概念」，『川口短大紀要』

第 34 号，12 月

川口短期大学　専任教員　研究・教育活動（令和 2年 1月～12月）
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山本　重人　准教授

 2．山本重人，事例報告「芸能プロダクションのマネージャーから見たテレビ番組の製作組織」，

『川口短大紀要』第 34 号，12 月

 4．山本重人，コラム「コロナ禍での怒らない経営」，『経世済民』2020 年 9 月 26 日付朝刊，埼

玉新聞，9 月

劉　博　准教授

 1．劉　博，『財務・非財務情報の統合分析―日本鉄鋼業の環境対策に関する実証研究―』，

泉文堂，2 月

 2．劉　博，論文「資源生産性の改善が財務パフォーマンスを高めるのか―「新日鉄住金」の

資源循環対策を題材に「ポーター仮説」を検証する―」，『川口短大紀要』第 34 号，12 月

 3．劉　博，研究報告「2 つの「E」を両立させるアプローチ― 鉄鋼大手の財務・非財務情報

の統合分析と評価―」，岡三証券，東京室町本店，7 月

 4．劉　博，コラム「関心集める「ESG 投資」」，『経世済民』2020 年 2 月 15 日付朝刊，埼玉新

聞，2 月

 劉　博，コラム「ウィズコロナの ESG 投資」，『経世済民』2020 年 7 月 7 日付朝刊，埼玉新

聞，7 月

冨吉　光則　准教授

 2．冨吉光則，研究ノート「インバウンド事業者の脆弱性を補うために今こそ取り組むべき施

策」，『川口短大紀要』第 34 号，12 月

 4．冨吉光則，『経世済民』2020 年 10 月 10 日付朝刊，埼玉新聞，10 月

こども学科

細渕　富夫　教授

 1．細渕富夫，『障害の重い子どもの発達と生活』，全国障害者問題研究会出版部，8 月

 2．細渕富夫，「超重症児の内面世界」『みんなのねがい』no. 646，全国障害者問題研究会出版

部，1 月

 細渕富夫，「コミュニケーションの基盤をつくる」『みんなのねがい』no. 647，全国障害者問

題研究会出版部，2 月

 細渕富夫，「コミュニケーション欲求を育む」『みんなのねがい』no. 648，全国障害者問題研
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究会出版部，3 月

 細渕富夫，「リアルな戦場体験を伝えることが平和への道につながる― 戦争と精神障

害―」『教育の広場ながの』no. 92，長野県高等学校教職員組合，2 月

 細渕富夫，「医療的ケアを必要とする人の成人期の暮らしを支える」『TOMO』no. 478，きょ

うされん，2 月

	 大江啓賢・細渕富夫「重度重複障害者の応答行動に対する療育者の評価『埼玉大学紀要（教

育学部），VOL.	69	（2），9月

 細渕富夫，「実践に学ぶ」『障害者問題研究』vol. 48 （3），全国障害者問題研究会，11 月

 4．細渕富夫，埼玉県教育委員会免許法認定講習講師（特別支援教育），埼玉県立伊奈県民活動

総合センター，8 月

 細渕富夫，さいたま市教育委員会免許法認定講習講師（特別支援教育），さいたま市立大宮

中等教育学校，8 月

牧野　利子　教授

 2．牧野利子，研究論文「能動的な音楽表現を考える　No. 10―保育者養成課程におけるコー

ド伴奏指導の実践を通して―」，『学校音楽教育実践論集』第 4 号，日本学校音楽教育実践

学会，3 月

 4．牧野利子（高井戸こだま会），「第 35 回浜田山おやこ演劇フェスティバル」杉並区共催 企

画・公演，東京都杉並区　浜田山会館，2 月

大橋　修一　教授

 1．大橋修一（他共著），3 章「壁書考」，『ラクガキのススメ』，あいり出版，4 月

 2．大橋修一，研究ノート「幼児期における漢字習得試論―可能性と方法」，『川口短大紀要』

第 34 号，12 月

加藤　邦子　教授

 2．加藤邦子，論文「未就学児の感情調整の発達の促進要因に関する研究」，『川口短大紀要』第

34 号，12 月

 3．加藤邦子・近藤清美，子どもの感情調整に関する保育士の対処方略が保育者効力感に及ぼす

影響―関東と関西の保育士調査から／日本発達心理学会第 31 回大会，グランキューブ大

阪会議場，3 月

 加藤邦子，子どもの不快感情の調整に対する保育士の方略が保育効力感に及ぼす影響／日本
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保育学会第 73 回大会，奈良教育大学，5 月

 Kuniko KATO，Impact of Nursery School Teachers’ Support to Preschooler’s Negative 

Emotions on Teachers’ Efficacy in Teacher ― Child Relationships in Japan / National 

Council on Family Relations 2020 Annual Conference， Online， 11 月

 4．加藤邦子，川口市社会福祉審議会委員　児童福祉専門分科会会長，川口市，4 月～

井上　清美　教授

 1．井上清美（他共著），「子育て支援の専門性を問う―ケア労働の再編と分業化の中で」『地

域子育て支援を労働として考える―子育てひろば・一時保育を支える人々』，勁草書房，1

月

 3．井上清美，「フィンランドの保育者養成制度―ケア共通基礎資格ラヒホイタヤと子ども指

導員の関係性」日本保育学会第 73 回大会，奈良教育大学，5 月

 4．井上清美，文部科学省幼稚園教員認定試験問題作成委員，4月～

水間　千恵　教授

 2．水間千恵，「純粋和製ロビンソン変形譚と『食』」，『平成 28 年度～平成 31 年度科学研究費基

盤研究🄒 研究成果報告書　児童文学におけるロビンソン変形譚の受容研究―「食」が示す

「生きる力」の考察』（課題番号 16K02431），pp. 1-36，3 月

 水間千恵，「女性サバイバーと『食』」，『平成 28 年度～平成 31 年度科学研究費基盤研究🄒

研究成果報告書　児童文学におけるロビンソン変形譚の受容研究―「食」が示す「生きる

力」の考察』（課題番号 16K02431），pp. 37-84，3 月

 水間千恵，書評（依頼原稿）「『トミ・ウンゲラーと絵本　その人生と作品』」，『児童文学研

究』第 52 号，pp. 105-07，日本児童文学学会，3 月

 水間千恵，連載コラム「サバイバーの非常食― ロビンソン変形譚こぼれ話」，http://sola.

mon.macserver.jp/clm/contents/column015.html，5 月～

 水間千恵，特集記事（依頼原稿）「児童文学とジェンダーとわたし」，『日本児童文学』第 66

巻第 4 号，pp. 42-45，日本児童文学者協会，8 月

 水間千恵，特集記事（依頼原稿）「マイケル・フォアマン―水彩で紡ぐ夢と希望」，『絵本

BOOKEND 2020』， 第 17 号， pp. 18-21，絵本学会，8 月

 4．水間千恵，令和 2 年度国立国会図書館国際子ども図書館児童文学連続講座「21 世紀の英米

ヤングアダルト文学―物語がもつ力と危険性」，国立国会図書館国際子ども図書館，11 月



川口短期大学　専任教員　研究・教育活動（令和 2 年 1 月～12 月） 153

野口　周一　教授

 1．野口周一，「あらたま・あぢさゐ・蟻の街―日本統治時代在台日本人の台湾認識―」，世

音社，11 月

 2．野口周一，「道徳教育における人物学習：北条時宗編― 道徳教育の原理と方法⑶―」，

『地域政策研究』第 22 巻第 3 号，高崎経済大学地域政策学会，1 月

 野口周一，石井智子，「総合学習におけるハンセン病学習をめぐって⑴」 「はじめに」「おわ

りに」を担当，『総合歴史教育』第 54 号，総合歴史教育研究会，3 月

 野口周一，「『伝記書の指導と分析』（1960 年）出版の意義をめぐって（上）― 道徳教育の

原理と方法⑷―」，『総合歴史教育』第 54 号，総合歴史教育研究会，3 月

	 野口周一，「内陸アジアの生活文化―カルピス誕生から 100 年―」『桐生大学教職課程年

報』第 3号，桐生大学教職課程委員会，3月

 3．野口周一，「『あらたま・あぢさゐ・蟻の街』刊行の意義」，国際学術研討会（台湾日語日文

学会主宰），台北，12 月

髙田　　隆　教授

 2．髙田隆，実践報告「発達障害児のコミュニケーション指導について―自閉症児への指導実

践から―」『帝京平成大学児童学科研究論集』第 10 号，港北出版印刷，2 月

小山内　弘和　准教授

 3．小山内弘和，「運動遊びに含まれる動作について―学生の分析からの年次比較―」，福山

市立大学（新型コロナウイルス感染拡大防止のため学会大会中止，研究発表認定），3 月

木谷　安憲　准教授

 1．きだにやすのり文・（共著・絵わたなべあや・作松家まきこ），『おやさいせいかつパネルシ

アターキット : 友だちと仲よくあそぼう♪』，ひかりのくに，9 月

 2．木谷安憲，「自分の子ども心に触れる描画活動「かいてみよう子ども心」—子ども心で描い

た大人の絵と園児の絵—」，大学美術教育学会『美術教育学研究』誌，3 月

 木谷安憲，論文「手作り絵本制作にみるアート思考と中高美術の影響—思考力・判断力・

表現力を育む実践からの一考察—」，『川口短大紀要』第 34 号，12 月

 4．木谷安憲，保育園美術館　作品展示，あおぞら保育園（東京），1 ～12 月

 木谷安憲，プライマリークラブ講演会～『子ども心で描いてみよう』～ひらめきを生む無邪

気思考～，ちよだプラットホーム，7 月
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 木谷安憲，東松山市立唐子小学校ワークショップ講師，東松山市立唐子小学校，11 月

長沼　秀明　准教授

 1．長沼秀明（共著），『都市空間を歩く― 近代日本文学と東京―』第四輯，明治大学リバ

ティアカデミー，3 月

 長沼秀明（共著）『日本の歴史を解きほぐす―地域資料からの探求―』（シリーズ「地方

史はおもしろい」01），文学通信，4 月

 2．長沼秀明（単著），論文「日本における社会権の成立と敗戦直後の埼玉県政―日本国憲法

制定時の西村実造知事時代―」，『千葉・関東地域社会福祉史研究』第 44 号，1 月

 長沼秀明（単著），新刊案内「佐藤昌明著『庄内ワッパ事件』」，『地方史研究』第 70 巻第 2

号，地方史研究協議会，4 月

 長沼秀明（単著），新刊案内「横山昭男著『明治前期の地域経済と社会―出羽村山地方を

中心に―』（近代史研究叢書 22）」，『地方史研究』第 70 巻第 2 号，地方史研究協議会，4

月

 4．長沼秀明，第 11 回「明治大学発祥の地 記念碑祭」特別講演「矢代操に見る明治大学誕生の

原点」，銀座「フォーエタニティ」，1 月

	 長沼秀明，コラム「憲法と日本学術会議」，『経世済民』2020 年 12 月 8 日付朝刊，埼玉新聞，

12 月

関根　久美　准教授

 1．関根久美・山本智子編著，乳児保育の基礎と実践，大学図書出版，3 月

 3．関根久美，エプロンシアターについての一考察―保育園 1 歳児クラスにおける「学生の実

践」を通して―／日本乳幼児教育学会第 30 回大会，名古屋柳城女子大学（オンライン），

11 月

 4．大学図書出版編集部編　執筆協力・関根久美，冊子　乳幼児保育における新型コロナ感染症

対策，大学図書出版，8 月

齊藤　淳子　准教授

 2．齊藤淳子，論文「教員・保育士養成課程における音楽指導に関する実践的研究―読譜力向

上を目指す初見演奏の取り組みについて―」，『学校音楽教育実践論集』第 4 号，日本学校

音楽教育実践学会，3 月
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三沢　徳枝　准教授

 2．三沢徳枝，貧困を経験した子どもへの学習支援とレジリエンスの視点，児童学研究　日本家

政学会児童学部会，3 月

 三沢徳枝，描かれる家族の関わりと家族イメージの形成―NHK 高校講座家庭総合と関連

する番組の分析を通して―，人間生活文化研究　大妻女子大学人間生活文化研究所，3 月

 三沢徳枝，貧困世帯の子どもへの支援―支援者ミーティングと支援記録の実践への活用に

関連して―，厚生の指標　厚生労働統計協会，12 月

 三沢徳枝，小学校高学年児童の家の人との会話と金融知識との関連，『川口短大紀要』第 34

号，12 月

 3．三沢徳枝・野中・谷・仲田他（共著），課題研究最終報告会／日本家庭科教育学会，Zoom

によるオンライン，12 月

清水　美紀　専任講師

 2．清水美紀，「石黒万里子氏の『子育てをめぐる公私再編のポリティクス：幼稚園における預

かり保育に着目して』の書評に応えて」，『教育社会学研究』第 106 集，東洋館出版（日本教

育社会学会編），5 月

 清水美紀，コラム「現代の育児環境と親支援」『母子保健』第 730 号，公益財団法人　母子

衛生研究会，2 月

 3．清水美紀，「幼児教育・保育の無償化に関する政策言説の分析」，日本保育学会第 73 回大会，

奈良教育大学（不参集），5 月




